
平成 24年 度 厚 生 労働 省委 託 事業

緩和ケアの基本姿勢、理論、そして今求められている緩和ケアとは。

日々の診療に役立ち、明日から臨床で実践できる具体的な方法とは。

私たちは緩和ケアの普及と実践で00Lの向上を目指します。

広く医療 に携わる方々の

シンポジウム ヘ の ご参 加 を

お待 ちしています。

PEACE

がんの痛みやつらさを、
がまんしない。
がまんさせない。
医療従事者 、医療 関係者、

緩和ケア普及啓発シンポジウム 1主催●特定フト1軒響暉漱人■日″暉:種覇 学会

「がんと診断された時からの緩和ケア」
～苦痛を軽減して、前向きにがん治療に取り組む～

2013年 2月 24日 (日 ) 13:30-17:00 日 経 /1N一―
ブレ (東京 大手町)i'100‐8066東 京都千イt田区大手町 1‐ 3‐7

基調講演

1340～ 1400『最近の緩和ケアに関する動向 o柳寺からの必要性)』

～調整中～

1400～ 1420『告知及びコミュニケーション』
カロF藤  雅E石志 国立がん研究センター がん対策情報センター がん医療支援研究部長

1420～ 1440『診断時からのがん疼痛緩春E』

糸田り|| :豊 史  特定非営利活動法人日本緩和医療学会 理事長

1440～ 1500『がん看護カウンセリング』
梅 田  恵  株式会社緩和ケアバートナーズ

主催 :特定非営rll活動法人 口木緩和医療学会

バネルディスカッション

「診断時からの緩和ケア」を実践するにはどうしたらよいか?

コーディネーター   木澤 義之 特定リト営禾幅 動法人 日本緩和医療学会 扇岬 事長

漬  卓至  大阪府立病院機構大阪府立成人病センター 心療 緩和科副部長

パネリスト

「患者の立場から」:  ～調整中～

「オンコロジストの立場からJ:佐藤 温 弘前大学大学院 医学研究科腫瘍内科学講座 教授

「看護師の立場からJ:梅 田 恵 株式会社緩和ケリツパ トナーズ

「緩和ケア医の立場から」:三宅 智 東京医科歯科大学大学院 医歯学総合研究科臨床1重瘍学分野 教授

「精神腫瘍医の立場から」:力廟藤 雅志 目立がん研究センターがん対策情報センター がん医療支援研究部長

*プログラム及び講演者は予定であり、最新ブログラムはWebサ イトをご覧ください

都 道 府 県 担 当 者 (保健医療関係)、

患者団体 、市民団体など、

問い合わせ先 特定非営利活動法人 日本緩和医療学会 事務局 E‐ mail:itaku@ispm.neJp お申し込みURL:礼篭篭購書//爾蓼角νュk畿隅懸疑≫svttDO.:翻 /


